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A 33-Year-Old Man with Rectal Pain and Bleeding 

(N Engl J Med 2016; 375:676-682) 

Problem List 

# 排便障害 

排便時の痛みが 4か月前より持続。排便は 1日に 1回はあった。 

圧痛を伴う丘疹以外に、後述の裂肛や直腸炎も原因の１つになりうる。 

# 血便 

4か月前より排便時に鮮血。出血量はトイレットペーパーにつく程度。 

# 外痔核 

普通の外痔核なら commonであり心配する必要性も低い。しかし、本当に hemorrhoidsか？ 

→#肛門に存在する丘疹 

圧痛を伴う。出血を認める。 

# 裂肛 

・10週間以上続く慢性の裂肛。見張り疣を伴う。 

・12時方向と 6時方向の 2つ。複数個存在している。 

# 直腸炎 

・肛門から 10cm。 

・腹痛は伴わない。体重減少なし。（⇔大腸炎：腹痛、腹部膨満、体重減少等を伴うこと

が多い。） 

→原因は？ 

# 男性との性交渉歴 

バイセクシャル。痛みを感じ始めた 6週間前に男性との性交渉あり。 

かかりつけ医受診時、HBV 抗原、HBV 抗体、HCV 抗体、HIV 抗体はいずれも陰性だった。 

 


